
こ 日 油 塑 木 図 彫 鍛 鋳 漆 建 師 ムロ
本
画 画 造 彫 案 金 金 金 工 築 範 計

倶 楽 部i7 8 4 3 8 1 1 2 1od44(2) 

元 道 場 7 2 1 2 1 1 2 16 

ラグーザ記念館 4 2 2 1 ， 
建築科地下 6 6 

元弓道場 I 1 I 2 5 

工芸科倉庫 1 1 2 4 

娯 楽 室 (2) 1 1(2) 

工芸科小使室 3 3 

旧版画教室 1 I 2 

ラグビー小舎 2 2 

元理髪店跡 1 1 

其他（不明） 2 1 3 

A ロ 計 14 18 10 6 11 I 3(2) 4 8 7 , 14(2),| 96(4) 

（「校内居住者及配給物資等調査一覧 生徒課」による）

構
内
居
住
者
（
職
員
、
生
徒
及
其
の
扶
養
家
族
を
除
く
）
宛

菅
原
弘
、
安
川
国
男
、
安
川
良
正
、
渡
辺
蔵
八
、
渡
辺
幸
江
、

川
村
公

司
、
松
下
直
、
片
山
成
一

、
片
山
正
男
、
鳥
居
塚
誠
一

、
中
村
誠
、
上

田

郁

夫

計

12

貴
殿
に
は
豫
て
か
ら
本
校
構
内
に
居
住
せ
ら
れ
て
居
り
ま
す
が
右
は
学
校
運

営
上
支
障
が
あ
り
ま
す
か
ら
住
宅
難
の
折
柄
寒
に
困
難
の
こ
と
4

存
じ
ま
す

⑳
大
学
昇
格
問
題

敗
戦
に
よ
る
国
家
体
制
の
破
綻
と
連
合
国
軍
総
司
令
部

(G
H
Q
)
に
よ
る

支
配
は
、
わ
が
国
の
教
育
に
大
変
革
を
も
た
ら
し
た
。
変
革
の
直
接
的
契
機
と

な
っ
た
の
は
、
G
H
Q
の
要
請
に
よ
っ
て
来
日
し
た
ア
メ
リ
カ
教
育
使
節
団
の

二
度
に
わ
た
る
報
告
書
で
、
特
に
第
一
次
報
告
（
昭
和
二
十

一
年
一
二
月
末
日
）

は
、
戦
前
の
弊
害
を
払
拭
し
て
個
人
尊
重
の
教
育
理
念
に
立
脚
し
た
民
主
的
教

育
体
制
を
樹
立
す
る
た
め
の
基
本
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、

二
十
一
年
八
月
に
は

内
閣
に
教
育
刷
新
委
員
会
が
設
け
ら
れ
、
教
育
改
革
の
た
め
の
調
査
、
審
議
が

始
め
ら
れ
た
。

ア
メ
リ
カ
教
育
使
節
団
の
報
告
は
高
等
教
育
の
改
革
に
も
著
し
い
影
響
を
及

ぽ
し
、
教
育
の
機
会
均
等
、
政
府
や
官
僚
に
よ
る
支
配
か
ら
の
解
放
と
い
う
基

本
路
線
に
沿
っ
た
改
革
が
進
め
ら
れ
、
戦
前
の
高
等
学
校
、
専
門
学
校
、
師
範

学
校
、
大
学
等
を
母
体
と
し
て
新
制
高
等
学
校
と
四
年
制
の
新
制
大
学
が
設
置

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
新
制
大
学
の
目
的
は
、
昭
和
二
十
二年―――

月
公
布
の
学
校
教
育
法
に
於
い
て
「
大
学
は
、
学
術
の
中
心
と
し
て
、
広
く
知

識
を
授
け
る
と
と
も
に
、
深
く
専
門
の
学
芸
を
教
授
研
究
し
、
知
的
、

道
徳
的

及
び
応
用
的
能
力
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
」
と
定
め
ら
れ
た
。

新
制
大
学
は
、
公
、
私
立
の
一
部
が
昭
和
二
十
三
年
度
に
、
国
立
が
翌
二
十

四
年
度
に
発
足
し
た
。
東
京
芸
術
大
学
の
発
足
も
二
十
四
年
度
で
あ
る
が
、

あ
っ
た
。

な
お
、
同
年
五
月
現
在
の
校
内
居
住
者
数
（
生
徒
）
は
上
の
表
の
と
お
り
で

が
来
る
三
月
末
日
迄
に
校
外
に
轄
出
せ
ら
れ
る
様
右
御
通
知
致
し
ま
す
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両
者
の
間
で
折
衝
し
て
最
後
案
を
決
定
す
る
、
な
お
初
代
総
長
に
は
現
音
楽

陣
、
そ
れ
を
送
り
出
す
残
っ
た
連
中
が
東
京
駅
の
丸
の
内
広
場
で
ヨ
カ
チ
ン

昭
和
十
九
年
敗
戦
色
濃
く
、
上
野
の
東
京
美
術
学
校
は
上
級
生
が
学
徒
出

ん
で
い
る

こ
の
学
校
側
か
ら
の
案
に
到
し
て
文
郡
省
で
は
一音
楽
部
を
作
曲
、
声
架
、
器

楽
、
指
揮
、
架
理
の
各
科
に
ま
と
め
る
案
を
提
示
、
近
く
学
校
側
、
文
部
省

推
測
す
る
手
掛
か
り
と
し
て
基
俊
太
郎
氏
の
文
を
引
用
す
る
。

『
上
野
直
昭
日
記
』
を
見
る
と
、
二
十
二
年
五
月
か
ら
大
学
設
置
に
関
す
る
記

述
が
現
わ
れ
始
め
る
。
本
校
側
は
上
野
直
昭
、
村
田
良
策
、
西
本
順
が
、

ま

た
、
東
京
音
楽
学
校
側
は
小
宮
豊
隆
、
城
多
又
兵
衛
が
計
画
を
練
り
、
同
年
十

月
に
は
両
校
を
母
体
と
す
る
芸
術
大
学
を
設
立
し
、
芸
術
高
等
学
校
を
付
設
す

る
案
が
ま
と
ま
っ
た
様
子
で
あ
る
。
同
年
十
二
月
に
は
各
教
室
主
任
に
対
し
て

校
長
か
ら
計
画
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
翌
二
十
三
年
四
月
に
は
次
の

記
事
に
明
ら
か
な
よ
う
に
一
般
社
会
に
対
し
て
も
計
画
が
公
表
さ
れ
た
。

生
れ
る
臨
術
大
学

昔
架
、
美
校
を
統
合

東
京
＿音
楽
學
校
と
東
京
美
術
學
校
を
合
せ
て
新
し
い
藝
術
大
学
を
作
る
案
は

〔
マ
マ

〕

両
校
の
間
で
話
合
が
推
め
ら
れ
て
い
た
、
こ
の
ほ
ど
一
應
の
結
論
が
に
逹
し

た
の
で
そ
れ
ぞ
れ
両
校
か
ら
具
体
案
が
文
部
省
に
提
出
さ
れ
た

そ
れ
に
よ
る
と
新
大
学
の
機
構
は
音
楽
、
美
術
両
校
を
藝
術
大
学
の
音
架

部
、
美
術
部
と
す
る
も
の
で
＿音
楽
郡
は
八
第
一
類
＞
作
曲
、
和
声
、
対
位

法
の
各
科
八
第
二
類
＞
声
架
、
オ
ペ
ラ
、
合
唱
の
各
科
八
第
三
類
＞
。
ヒ
ア

ノ
、
オ
ル
ガ
ン
、
ハ
ー
プ
、
絃
楽
打
楽
器
の
各
科
八
第
四
類
＞
指
揮
科

八
第
五
類
＞
西
洋
音
楽
史
、
東
洋
―音
楽
史
、
＿音
楽
理
論
、
昔
架
学
の
各
科

八
第
六
類
＞
能
楽
、
拳
曲
、
長
唄
の
各
科
（
未
定
）

美
術
部
は
絵
画
、
彫
刻
、
エ
藝
、
建
築
、
学
藝
の
各
科
か
ら
な
り
一音
楽
部

で
は
学
部
の
外
に
三
年
制
の
東
京
音
楽
高
等
学
校
を
附
設
す
る
こ
と
を
望

先
ず
、
石
井
鶴
三
教
授
お
よ
び
笹
村
草
家
人
助
教
授
は
、
既
述
の
よ
う
に
昭

学
校
校
長
小
宮
豊
隆
氏
が
擬
せ
ら
れ
て
い
る
。

（昭
和
二
十
三
年
四
月
二
十
二

日

『毎
日
新
聞
』）

⑳

石
井
教
室
事
件

敗
戦
後
間
も
な
い
混
乱
の
時
期
に
、
彫
刻
科
塑
造
部
に
起
こ

っ
た
い
わ
ゆ
る

石
井
教
室
事
件
は
、
新
聞
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
し
た
た

め
、
世
の
注
目
を
集

め
た
。
こ
の
事
件
は
『
日
本
美
術
年
鑑
』
（
昭
和
二
十
二
年
＼
二
十
六
年
版
。
美
術

研
究
所
）
に
も
、

〔昭
和
二
十
二
年
五
月
〕
一

0
日
東
京
美
術
学
校
彫
刻
科
学
生
に
よ
っ
て
彫

刻
科
石
井
鶴
三
教
授
反
対
の
声
明
書
が
学
校
当
局
、
文
部
省
な
ど
に
提
出
さ

れ
問
題
と
な
っ
た
が

、

平
櫛
•

石
井
二
教
室
制
が
採
用
さ
れ

、

六
月
山
本
豊

市

・
菊
池

一
雄
が
迎
え
ら
れ
て
解
決
し
た
。

と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
本
校
の
歴
史
上
、
か
つ
て
生
徒
が
こ
の
よ
う
に
強
硬
な

教
授
排
斥
運
動
を
引
き
起
こ
し
た
例
は
な
か

っ
た
か
ら
、
こ
れ
は
極
め
て
特
異

な
事
件
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
敗
戦
後
の
時
代
的
特
色
が
色
濃
く
反
映
し
た

事
件
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
種
々
の
記
録

が
現
存
し
、
ま
た
関
係
者
の
証
言
も
得
ら
れ
た
の
で
、
こ
こ
に
そ
の
経
緯
を
記

す
。

和
十
九
年
改
革
に
よ
っ
て
本
校
に
赴
任
し
た
が
、

そ
の
頃
の
彫
刻
科
の
様
子
を
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